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収
合
併
す
る
と
同
時
に
川
制
を
施
行
し

て
川
内
町
と
改
め
る
。
尚
昭
和
三
十

一
年
九
月
三
十
円
周
桑

mN円
以

町
大
字
明
河
{子
指
紋
の
地
区
を
も
編
入
合
併
し
て
今
日
に
至
る
。

面

一
0
・
八
九
平
方
粁

ノ¥

!こl

一
O
、
O
六
八
人

川 内 lIiJ役以附 jli国道筋

世
出
市
数

二
、
二
八
二
世
帯
(
昭
和
田
0

・
5
・
一国
間

(
註
)
旧
日
刊
に
つ
い
て
は
川
内
川
誌
第

一
編
に
詳
細
記
述
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IWl設

日大

四
、
生

物

一一
E
回
・=一

四
(
)
仰

ー
ブμ

(川
内
向
誌
第

一
、
二
、
=74
自
然
誌
作
物
挙
制
…
)

生
物
に
は
、
川
民
の
祖
先
以
米
幾
百
年
の
服
史
を
物
語
る
も
の
が

あ
り
、
生
活
の
苦
労
や
人
情

の
秘
事
等
幾
多
の
ゆ
か
し

い
追
憶
が
あ

り
、
自
然
発
生
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
は
、

今
後
保
存
育
成
に
努
力
す

べ
き
も
の
が
数
多
い
と
岡
山
わ
れ
る
。

(1) 

植

物

と
ち

重
信
川
、
表
川
の
堤
防
の
黒
般
の
巨
木
や
医
王
寺
の
機
の
木
、
問

ひ
ゃ
く
し
ん

神
討
の
伸
、
長
泉
寺
の
柏
粉
、
金
叩比
山
肌
寺
の
大
杉
、
惣
河
内
神
社
の

か
し仰
の
木
、
雨
竜
の
イ
ス
の
木
、
土
谷
三
島
神
社
の
大
杉
、
善
仙
仰
が
森

し
ゃ
〈
々
げ

の
ぶ
出
花
、
吉
井
神
社
の
大
一
松
、
光
明
寺
の
大
杉
等
祖
先
の
附
山
入
と

刈
〈
に
生
き
今
日
に
長
大
成
し
た
も
の
で
、
名
木
と
し
て
記
念
物
と
し

て
保
存
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

総
じ
て
担
和
な
気
候
と
慈
雨
に
恵
ま
れ
た
平
地
部
は

一
般
山
何
物

の
栽

μ口
に
越
し
、
更
に
今
日

改
良
研
究
を
重
ね
て
い
る
し
、

日
川
菜

~12~ 

類
、
花
升
類
の
栽
培
も
近
年
新
ら
し
い
研
究
が
と
り
い
れ
ら
れ
て

，\'~IIIII のフナ の1J; (!t{ ìl水



き
た
。

阿
川
山
を
め
く
ら
し
た
山
地
地
刊
は
岐
近
造
林
経
営
が
進
ん
だ
の

〈
由
正

な
ら

で
、
常
似
の
必
杉
桧
勺
の
針
葉
樹
林
が
育
成
さ
れ
て
い
る
。
棟
、
附

け
や
会
、

か
え
て

京
、
鋭
、
降
、
楓
、
M
J
の
澗
葉
樹
は
薪
炭
材
と
し
て
年
々
減
少
し
て

は
い
る
が
そ
れ
で
も
作
仰
に
秋
の
山
を
彩
色
し
て
く
れ
る
。
山
れ
い
や

州
の
問
M

ぶ
に
は
孟
宗
竹
、
真
竹
、
淡
竹
、
雌
竹
の
竹
林
が
あ
っ
て
芥

と
初
ぶ
に
は
ね
も
山
山
ま
わ

り
竹
材
の
川
げ
裂
を
み
た
し
て
い
る
。

み
つ
ま
た

し
さ
み

析
、
二一
刷
、
茶
は
引
い
年
住
に
生
花
さ
れ
て
い
な
い
。
椛
は
山
麓
部
の

判
H

川
で
あ
る
。
山
烈
州
が
奨
励
と
出
法
改
話
で
地
加
し
た
の
が
け
に

っ
く
。
蜜
州
の
栽
収
が
大
き
く
地
歩
を
内
め
て
さ
た
。
反
面
、
柿

;~;:.NII[Iのしゃくなげ

リミ
、
目
、、

b
b

、
心
七円
a

J

耳
4
A

』
川
斗
パ

剖

刷
V

州
制
何
札
位
、

の川
ボ
樹
は
従
来
の
状
態

で
仲
び
て

い
な
い
が
存

秋
の
花
と
果
実
は
色
美

し
く
明
日
夕
日
に
映
え

て
い
る
。

十れ
の
旧
悶
は
ス
ミ
レ

タ
ン
ポ
ポ
、
ア
ザ
ミ
、

レ
ン
ゲ
ソ
夕
、
ツ
ク

ν
、

ワ
ラ
ビ
や
寸
が
行
山内山本を
さ

そ
い
、
以
を
迎
え
て
削

に
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
イ

~ 13 ~ 

ヌ
タ
デ

ツ
ユ
ク
サ
切
の
戊
り
、
山
陰
に
ヤ
マ
ユ
リ

マ
ツ
モ
等
が
ひ
ろ
が
る
。
秋

河
原
に

ヒ
ル

ガ
オ
の
化
が
閉
会
、
、
水
中
に

フ
サ
モ

京い
いれ

ば
キ
キ
ヨ
ワ
、
オ
ミ
ナ
エ

ν、
ス
ス
キ
、
ナ
デ

vv
コ
MU
七
M
l
が

可
憐
に
咲
去
、

-v
メ
ジ
、

コ
ワ
タ
ケ
匂
が
山
の

む
寸
そ

味
whん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
、
山
帰
り
の
人
の
裳
に
イ
ノ
コ
ツ
チ
の
実

北
方
山
に
は
松
茸

る
セ
ン
プ
リ

(
肖
痛
)

の
と
り
つ
い

て
い
る
の
も
風
引
が
あ
る
。
薬
用
地
物
と
し
て
名
の
あ

オ
オ
バ
コ

(
咳
止
め
)
グ
ン
ノ

ν
ョ
ワ
コ



(
下
州
止
め
)
等
は
山
あ
い
で
採
集
で
き
る
。

特
に
志
し
て
黒
森
峠
、
割
石
峠
、
井
内
峠
を
以
渉
し
て
柚
物
採
集

川
川
山
ん
を
試
み
る
と
す
れ
ば
、
数
多
く
の
珍
ら
し
い
四
季
を
通
じ
て
去

米
す
る
植
物
に
践
し
て

同
と
研
究
を
十
分
に
満
足
さ
し
て
く
れ
る

で
あ
ろ
う
。

(資
料

「晩
秋
の
叶
町
内
峠
」
三
好
似
他
o

h

る
M…
)

「川
内
川
の
'リ然
」
八
木
繁

出1; (2) 

動
物
動

物地
勢
的
に
山
広
吾
川ば
と
い
っ
た
れ
川
地
一以

L
3
1
 

殿
山
ら
牧
市
制

川
地
Mm
あ
た
り
に
は
、
叫
吋
に
猪
、
野
児
が
出
て
農
作
物
を
害
し
た
こ

と
が
あ
る
。
桁
は
柿
に
し
か
い
な
い
。
犬
猫
は
多
く
い
る
が
殺
録
犬

は
ご
九

.
顕
で
あ
る
。
ヘ
附
和
四

0
・
一一

月
現
在
)
タ
ヌ
キ
、キ
ツ

ネ
、
リ
ス
、

コ
タ
モ
リ
イ
タ
チ
の
類
も
所
々
に
抜
息
し
て
い
る

ら
し
い
。
何
年
二
山
人
前
後
あ
る
ハ
ン
タ
ー
も

珍
ら
し
い
粧
物
は

少
な
い
ら
し
い
。

山本
ゎ
品
川
そ
の
他

品
、
牛
は
什
刊
年
に
は
出
羽
、
荷
物
の
巡
搬
常
に
主

役
を
前
じ
て
い
た
が
、
農
業
の
機
械
化
に
伴
い
従
来
の
目
的
を
異
に

し
、
町
内
は
ほ
と
ん
ど
盗
を
的
し
、
市
川
地
択
に
木
材
運
搬
用
に
幾
頭

か
い
る
に
す
管
な
い
。
牛
も
以
前
は
各
農
家
に

一一
践
は
飼
育
し
て

い

た
が
、
現
化
で
は
肉
牛
と
し
て
肥
育
さ
れ、

そ
の
数
も
減
少
し
た
。

酪
農
の
振
興
に
よ
り
乳
牛
が
黒
牛
に
変
わ
り
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

養
豚
は
あ
ま
り
ふ
る
わ
な
い
。
養
鶏
は
研
究
も
進
み
副
業
的
に
も

文
規
棋
を
拡
張
し
て
計
画
的
に
も
普
及
し
て
い
る
。

と
び

む

ず

台
、
茂
、
百
舌
、
鴨
、

.1:0 

j漬

J;fJ 

111 
JI烏

符:

ヤ
マ
ガ

ラ
、
円
円
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス

、
凹
十
雀
、
等
が
叫
戸
や
姿

を
け
ん
聞
さ
せ
て
く
れ
る
。

1~~ 

モ
ン
汁
V

ロ
チ

ョ
ク
、
キ
ア
グ
ハ
等
種
類
も
多
い
。

~ 14 ~ 

類

。事

類

ク
マ
バ
チ

νν
パ
チ

ジ
ガ
バ
チ

ア
υv
ブ
ガ
パ
チ

匂
所
ト
仕
に
と
，
ひ
ま
わ
る
。

と
ん
ぼ
類

ジ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
、

等
種
類
も
多
く

赤
ト
ン
ボ
、

哀
の
批
祉
の
戸
、
春
の
燃
と
共
に
回
国
の
美
し
い
に
ぎ
わ
い

で
あ
る
。

Li!. 
1~ 
類

テ
シ
ト
ワ
ム

vv
、
ア
プ
ラ
ム
v
v
、
ゴ
キ
ブ
リ

イ
エ

パ

ィ
、
ヤ
ブ
カ
、
ジ
ョ
ロ
グ
モ
、
カ
ミ
キ
ηノ
、

グ
ン
ゴ
ロ
ワ
、
イ
ナ
ゴ

ト
カ
ゲ

に
至
る
ま
で
、
竹
必
、
町
道
、
山
道
、
龍
、
水
た
ま
り

沼
、
講
M
G
、
こ
れ
ら
昆
虫
族
の
他
家
は
広
い
。
消
毒
薬
や
駆
除
剤
の

使
用
で
次
第
に
そ
の
県
源
を
た
た
れ
、
蔵
族
を
消
滅
し
て
は
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
夏
の
農
村
は
小
動
物
の
天
下
で
あ
る
。
初
夏
の
夜
景



を
佑
助
問
ゆ
た
か
に
し
て

く
れ
る
似
氏
畿
の
と
び

か
う
さ
ま
、
以
互
の
似

除
に
州
の
戸
と
と
も
に

ベ
似
胤

K
mう
こ
と
の
で

き
る
長
附
け
さ
が
川
合

に
は
伐
さ
れ
て

い
る
。

ま
た

1.1月

/可

;)1' 

内
の
が
川
に
は
山

hm似

や
平
家
肢
の
珍
奇
な
動

物
が
似
息
し
て

い
る
の

も
山
'H
い
。
刈
脱
を
ま

く
の
も
胤
怖
が
あ
る
。

， 
'111 

ー消
却

魚
類
に
い
た
っ
て

は
と
り
あ
げ
る
れ
の
も
の
は
な

い
。

般
も
少
く
な
っ
た
。
寸
A

コ
ゼ
が
井
内
、

河
之
内
、
土
谷
の
谷
聞
に
い

る
。
ま
た
、

ハ
ヤ
は
多
く
い
る
が
ア
ユ
は
川
に
釣
師
を
喜
ば
す
位
な

も
の
。
池
等
の
脚
、
鮒
M
1

叶
の
養
殖
も
試
み
に
過
ぎ
な
く
、
庭
閑
の
小

他
に
か
わ
れ
て
い
る
の
を
以
て
来
し
む
有
縦
で
あ
る
。

五
、
変

<<< 
メζ

(1) 

滑
川
郷
の
大
火

i';;' ~ 11 1 11谷にすむ大台 J~ir llH到 (((

昭
和
三
十
五
件
三
月
二
卜
日
制
川
地
区
郷
部
総
に
ト
八
火
が
あ
っ

た
。
泌
口
の
川
ド
〈
続
き
で
異
状
位
以
注
意
報
、
仏
以
び
強
風
注
ι
品
川
内
の

出
て

い
る
当
円
午
後

一
時
凶
民
家
で
三
川
仰
を
蒸
し
て

い
た
か
ま
ど
の

火
の
粉
が
山
人
肌
に
あ
お
ら
れ
て
笹
川
出
似
に
引
火
し
た
の
が
版
凶
で

る
っ
た
。
消
防
川
も
出
動
し
た
の
で
あ
っ
た
が
地
形
不
便
、
急
坂
に

家
u
m
揃
比
し
、
辿

日
の
川
じ
人
続
き
で
災
状
乾
燥
と
い
う
悲
条
件
が
市

~15~ 

な
っ
て
意
の
如
く
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

八
戸
二
卜
凹
似
全
焼
、
老
川

一
人
、
牛

二一
政
、
山
手
二
、
制
手

て

別
多
数
焼
叫
九
、
米
穀
ト
ぷ
料
出
回
目
匂
す
べ
て
烏
有
に
帰
し
、
出火
に
裏
山

に
延
焼
、
山
林
二

h
O
町
歩
を
焼
き
、
翌
二
十

一
日
午
前
三
同
漸
く

鎮
火
し
た

o
m災
行
四
十
四
名
、
損
害

一
億
五
千
万
円
と
い
わ
れ
て

い
る
。
町
当
局
は
直
ち
に
救
援
対
策
を
た
て
、
間
性
災
者
の
救
援
に
当

っ
た
が
、
民
に
各
五
而
の
焔
い
同
情
救
媛
を
え
て
次
の
よ
う
な
結
以

を
み
た
の
で
あ
る
。

(
役
以
倣
、
婦
人
会
抜
、
対
策
本
部
扱
総
合
計
)

拝l
，"，U 

金

一五

一
、
六
九
九
円



米

四
二
六
四

・
屯

(
約
六
三
依
)

郷のλ火(IJ({ね135.3.20)の111休焼跡

て木町 白え策救
更部長山た ~j変
/1三 、 はや11 ~JI. 部物
祈竹(~じ社月の 資
胤災めに :11".泣の

祭将災於日 i百移
を参害て 、tf 送
十九集対川郷を
行し策内 、了対

衣
料
品

多

数

コ，H
吋
コ
川

l
J
i
l
 

数

三多

応
急
住
宅
の
建
設
、

し
川
役
場
似
の
放
援
物
資
の
全
部
の
交
付
を
終
了
し
て
、
こ
こ
に
門

昭
和
三
十
八
年
の
大
雪
と
長
雨

i1 
(2) 9i 

の
第

歩
を
踏

み
出
し
Tこ
の
で
あ
っ
た。み

ぞ
れ

あ

ら

れ

附
和
三
卜
七
年
末
か
ら
降
り
は
じ
め
た
雪
は
炎
、
所
、

続
し
て
、
出
え
て
は
積
り
、

吹
雪
と
附

三
十
八
年

一
月
九
日
に
は
平
地
部
で
も

二
十
似
の
積
量
を
み
た
。
山
地
部
は
融
け
る
こ
と
も
な
く
聞
ま
っ
て

は
そ
の
上
に
降
り
積
る
の
で
、
通
学
園
郊
で
臨
時
休
校
し
た
学
校
も

あ
っ
た
。
約

一
ヶ
月
の
聞
は
交
通
機
関
が
杜
絶
し
、
地
肌
を
み
る
こ

と
な
く
過
ご
す
と
い
う
有
様
。
一一
月
中
旬
に
な
っ
て
漸
く
雪
の
世
界

か
ら
解
放
さ
れ
る
と
と
が
で
IF
た
。
近
年
ま
れ
な
長
い
大
雪
で
、
州民

作
物
に
も
、
山
林
立
木
に
も
多
大
の
被
害
が
あ
っ
た
。

月

四
月

五
月
は
じ
め
頃
か
ら
本
雨
に
兄

一
息
し
た
所
が

刻
わ
れ
た
。
次
表
で
も
わ
か
る
と
お
り

五
月
は
平
年
の
凹
倍
の
雨

量
、
雨
天
円
安
天
三
十
日
と
い
う
天
候
で
、
麦
の
収
磁
皆
無
。
由
民
は

全
く
麦
稗
の
処
川
町
自
に
悶
っ
た
も
の
で
あ
る
。
被
害
状
況
次
の
と
お

灼
ノ。六 /1.Jl4 

)J )J )J 
ニ一一・|降、l'
実 兄~， I雨
'Jl~ 一六，ì l量 11

l経=

三 四一 ー|雨入
C二〉 三三 鹿島 1.1-1./: 
三一 山リl.. m.'1 

雨
一 一 l 天

E.OO  11 

'k 
ーニ l天
八 O 八 Irr

|のそ

- I 0: 
七一=IR他

長鶴見L 柑疏友 I f~ 被
蚕~t.~( 樹橘菜 知|字" 主

z 六 九 五六 i被
九 O 九六ニ ー ゴl吉
2S!5s88宍出品Ji

被
= 四 四 四 四九 l占
Cコ CコゴL Cコ三三二二 & 

E ιγュ

こ
の
た
め
川
、
県
、
岡
に
於
て
こ

の
長
雨
被
害
の
対
策
と
し
て
災

害
(3) frll 

j償

災
主主Z

資
等
の
方
策
カL

Bぜ

ら
れ
た。

土
谷
落
出
の
火
災

昭
和
三
十
九
年
三
月
二
十
四
日
、
務
山
に
火
災
が
起
っ
た
。
阿
川
凶

~16~ 



は刷川

1
中
の
い
ろ
り
の
火
か
ら
。
損
害
二
円
万
円
と
惟
定
さ
れ
る
。

衣
料

八
五

一
点

凹
戸
七
棟
全
焼
、
十
四
人
の
椛
災
者
を
出
し
た
。

川
内
か
ら
は
現
金

一
二
ハ
、
八
六

O
円

四
石
五
斗
八
升

一
合
五
勺
(十
四
依
)

の
現
物
救
援
が
あ
り
慌
災
者
も
再
起
を
誓
っ
て
い
る
。

凶

河
之
内
音
団
地
区
の
地
と
り

昭
和
凹
十
年
九
月
十
七
日
台
風
二
十
三
号
及
び

二
十
四
日ち
の
辿
杭

白
米

吟A'..， 培~~併~<，~持r

道路ト上川不能(4米J:J， /':食追 っている)川内111];"1'/11の地とり

来
裂
の
集
中
雨
を
受
け
、
音

川
柳
附
谷
に
地
に
り
が
起
き

た
。こ

の
地
区
は
昭
和
三
十
王

年
地
、一」
地
区
の
指
山
を
受
け

~17~ 

た
が
、
年
々
地
肢
の
変
動
激

し
く

一
年
間
で

一
枚
の
水

同
が
三

・
凹
枚
に
分
割
し
な

け
れ
ば
耕
作
が
で
さ
な
い
状

態
で
あ
っ

た
。

mA
に
お
い
て

そ
の
対
策
と
し
て

は
ほ

羽
判

十
八
年
か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
を

し
て

地

水
の
iJtrJ 
人じ

必i

出
し

筈
を
行
な

っ
て
い
た

が
、
台
風
に
よ
る
豪
刷
の
た



め
、
柳
川
山
谷

一
昨
十
川
歩
に
及
ん
で
流
れ
出
し
、

m畑
は
凸
凶
を
生

じ
、
稲
聞
は
放
の
よ
う
に

ν
ュ
ワ
出
し
、
道
路
は
至
る
一
山
で
寸
断
さ

れ
、
そ
の
断
同
一
丈
に
余
る
箇
所
数
ケ
所
、
見
る
も
悲
惨
な
形
状
を

呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
下
部
の
五
戸
の
民
家
は
家
財
を
醜
聞
し

そ
の
内
二
戸
は
家
屋
の
取
こ
わ
し
ま
で
し
て
、
避
郊
し
た
が
、
幸
に

県
で
は
直
ち
に
下
部
に

も
尚
も
や
ん
で
人
畜
に
被
害
は
な
か
っ
た
。

七

O
O刀
円
を
投
じ
て
以
民
の
梢
築

に
山
拍
手
し
て
い
る
。

尚
、
こ
の
災
害
彼
附
と
し
て
国
よ
り
九
四
・一二
ル
主
、
九
八
・
ニ
パ

3E 

1
セ
ン
ト
の
高
率
柿
助
を
受
け
凶
ケ
年
計
画
で
復
旧
に
着
手
し
た
c

7長

γ1 

42 

J口

令 ;u J也

-ハ、

人

口

概
')1:1 

II~ 

12| 

日 =

主 言 語干I'i~ 
豆-.::; '-'Pl 
---、ーーーーー町、

) 1隠仰木 2主力11川
h白山路ャ I 'JI 

J、ニニ二二>，ι 三三〈コ
京一一三小以以|業

プじ
二矛R
2お， I~

ノl¥
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九八
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ニ
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ニ
ロ
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ヨ可

、
= 
ζコ
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動

態

( 1IJ~11:. 卜二 ) J 末 I制)
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区
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l

i

l

-

-

Nα
!
』
切
っ
4

7

r

7

r

7
・
ヲ
コ

ヲ

3

7

3

R

u

r
O

円
U

f
t
O
J
R
J
V
η
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n
U

ヲヘ
J
V
A吋

η
/
-
n
U
A
u
q
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勺
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4
l

ベ
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t

z

d

7

'
寸
l

?

-

企

a

a

A

位。
A
U

O

企

a

A

A

川 内町人 口 動 態

度

3o'Hz! 2，408111，08815，41215，6761200 

3¥ 12，576111，86015，80416，0561208 

32 12，555111，80815，77816，0301215 

33 12，493111，68115，71315，9681197 

34 12，447111，57415，6561 5，918i 1矧
35 12，369111，33715，541 5，7961 159 

38 12，397111，01415，428 5，58611461 

(1) 



(2) 昭和三十五年十月一日国勢調査

ui q イ ~} jJ 人 11

1ノ入J 総数 リJ t正
ム

~Wr I(J配似合U;iJI:i:JUJiJ 木川 (1配@ I先日月1f.))iJ

品企 Jj 10，830 5，261 5，5691 
0- 4 940 454 486 
5 - 9 1，250 641 609 
10 - 14 1，422 710 712 
15JU I 7，212 3，4561 3.762 3899801 |2，34618537 7791 2，352 572 59 。l15 - 19 820 395 422 o 0 0， 415 7 O 
20 - 24 767 .'547 420 305 41 。272 146 。2 
25 - 29 752 339 413 140 198 。53 347 3 10 
30 - 34 798 393 405 20 366 。7 17 373 ? 6 
35 - 39 697 332 365 10 320 ? 330 18 8 
40 - 44 558 255 303 5 246 3 7 

つE!盟広d勺 34 10 45 - 49 577 256 321 3 241 5 7 5 6 
50 - 54 483 244 239 3 229 ? 3 。 2 
55一日 497 248 249 3 220 18 7 6 
60 - 64 419 226 193 。197 25 4 O 65 2 
65 - 69 301 156 145 2 117 35 2 。75 67 3 
70 - 74 243 114 129 O 93 21 O 。54 75 。
75 - 79 164 89 75 50 35 3 ~ I 15 58 2 80 - 84 109 41 68 24 17 。O 7 59 2 
85 - 89 30 17 13 3 14 。。。13 。

2 。。l O 。2 。
95 - 99 。。 O 。。D 。ol! o Di O 100.1-ユ 1 。O 。。。|O 。

司令川人11)、 (IIn;;i13510.1 J I~ 吟，11M I't ) 

[1)， R:lO人
;1 ~j" (凡261人)リJ 女 (5，569人) -!J.." つ日

ul、 0人 。へ
" 

。
2 

13 
11川附1I 

一一一一一一ーさ es-------- 68 

K~! 75 ]f;j 

11.1 129 24:1 

I ~)(j J.l5 101 

白いol :!:!tj 1 ~l l 419 
ーーーーー一ーーーー 明ー一一ー-ーー--一ー 一一一一

55-59 2<11-¥ 2-1 ~J 497 
加 副 2.J.i 239 .18:1 

4 ~- 49 25(j 321 ， 四f回， 
40-44 ~5:1 303 55将

ー『ーーーーーー一一ーー ーーー

I.î-]~ U:! 365 697 

仙-;$.1 ¥ ~r~ 4り5 7拙

~:， -2!1 七引} <13 752 
lH-~.1 ¥.17 420 767 

ー一 一 ーー ー一一ーーー. ー-ーーー一一一 一一 一

1:-> -1 ~1 ¥9討 122 K20 

10-14 7111 712 1.<121 
s -~J G41 (j O~1 1.2凱}

1-1 i三j i国 ~J，IU 

出11)，¥1¥1山川 口Oll .I!I() : J~)() ~()(l ltHl 0 IO() JIO :-no 11(川町10 ωo 700 8)0 

~ 19 ~ 
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引
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l
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1
i
1

づ
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A

斗

つJ
ム

内

rム

58 230 

353 

1
 

0
J
 

n
4
0
 

;R 

~;Ji 

961 

ム17!f 
、，ん月、
月~t:.

総数

192 

472 

489 

577 1，258 

802 1. 172 -A4・
Z
J
 ，
 

フ、
Jv

n〆-，b
 
-J' ，
 

ヲヘ』》

[11 
ノJ

ム

(3) 15才以仁女子Jt(脈降、，'1'，~I 児及び、vι111 '， '1児数 ( 1I{1刊 35.10.1) 

1.5 i 2D 1布 I3D ぉ |叩 I4.5 50 I日 I60 I必 I70 I 7.5 I 80 
I I I I 1 I 1 I I I I I I I I I I I I ' 以

19 24 1 2'1 I 34 39 I 44 I 49 54 59 I 64 IωI 7417?l 

7 147巧んsぷ2?51316123J2461190|1451119|…4ヤ円判い?叩竹竹叩肝89
1

1叩11円l川0…1，39刑叫01川|3山 引川 21.75[2.55引13.123.7214.4

べ
015

一一

7九65.63山品郎5日印5臼ヤ2

~(~~ 

78 75 

数

15.J 以 上
!!)[ !It~ 2，956 
1;..・]'1次

11¥引児数 11，2561

/

F
 

r

i

 

t

-
-

均
y~ 

(4)労働力状態 15才以 1. (!I{何135.10.1) 

1 ".U"， 労 ~Vi 々 」労働力 不
就業高 出・

総数 |長Edit器業ZRもFlitZMillb品説家);:UR-記1rls汗

数 17ん。山8513，96州 89 山川開刊 151
3，456 2，8691 2，856i 2，7481 60， 

i ふU川山7花沼咋6位2

。65 
86 

587 

5 1 ，6271 8721 330 339 
I I 1 ， 

6 261 255 13 48 
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(5)注業従業 lの地位 (II{{和 35.10.1) 
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i険業 Y~ 1-正日11就業高

ぷ企L
~~c.， 

1決

1 1 2 I 3 I 

Iy従 n' 'J( 1 
P'] 'J:: )'i! 
的主 rii {:)i 
j，¥:刊、
体I 五 1.il
り正 'JI
1I~1 'I!. 

j主将内

(If{{向135.1.1) 

7 1 8 9 10 
&技i正常サ月 分

愉能't:: ):!i 
j川工荷 ピ コド
三二 ス ムレ

'~I，! 11.: qJ. J r!~ 山

従山純 I ?~ Iの
'Jト工労 1 1.必 Jhit 

行恕劫 'J! 業

総則 明 1591 321 10引 6651 130 0 

男 2，856: 1061 32 
y' 1 2，1291 531 0 

(7) 普通llJ:;::;数 人 H

総数 ! 普

函五11而珂lz-7
11比引H&I立引J人民|

2，2671 10，83012，251 10，7331 

(8¥ 当主 l.lJ -UJ 'ffi 人 員

102i 538i 341 

71 127j 961 

(If{{干rr35.10.1 ) 

jul 111 

人

1123  51617 

96 226 287 391 451 382 229 123
1 
44 

(日目平1135.101)

O 

D 

8 

16 12 0 0 0 0 。o 0 000 

人

(9) 

主公
小巳

n 

¥u;::uミの労働状態および凶業別分Ni
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JI)(AO) /11':，: 

拙 |家117入|そろ
叫 業 |令も の111
J/)( i*{¥iIs (lll':，: 
人 lii:iZ!の
'?よ III:!JI)(
Z |り':I}I人

|数 111一!のも
;:1: IJIX:凸〉

;ε 

f!i lは

29 14 25 11 2 60 581 281 240 1 ，583 851 489 248 2，251 

(II{{利135.10.1) イ主};，;の.f:Htiおよび(;:'むのlV'rイ[の19，1係勺⑪ 

1ノ¥めたり
j!? 数
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2.04 

t~ '" '" 
、1;.Jこj111 
，ll;人 11 1 

4 77 
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3.31 
2.85 

4.94 

3.20 

111何人以
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400 

111川放

!II: ':，:総 数 |
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(3) 昭和四十年十月一日国勢調査

(1) 千|令月iJ人 11
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(411ft主従業 Jの地位 (110和 40，10，1) 

総数市:11J:fi' I 11 ，)削減従業者i不 zl下

総 数 4，8641 1，叩 1， 5~ 4 I 1，803 I 5 
1山 菜 2，9231 11 1 1，253 1 1，必 3
2 林業狩司i¥ '$: 41 1 19 1 14 I 8 0 
3 iH!;!t;1<. I~t 養殖業 01 01 0 0 0 

4鉱 業 21 2 01 0 0 
5 ill 設業 391363 261 2 0 
6製造業 1941 157， 201 17 0 

7 飼l融JtL 愉保1険ミ-JLH 小 JL業 収 ;;~ I 1;; I 104 
8 令 不動産業 3~ 1 jii 1 'J~ 1 0 。
? 通 信業 160 1 156 : 2 1 

10 氾公iガスノlく;n主j長 361 361 01 01 0 
11 サ ー ビス 538 1 450 1 73 1 15 1 0 
12 公 判例 o1 0 1 0 
13 分対i;不能の 産 1 1 1 1 0 1 0 1 c 

.'J:l 2，722 1 1 ，056 1 1 ，289 1 375 1 2 

1 12 11JE E E 1，452 101，O?15501  
2 1'1， '$:狩猟 35 1 18 1 14 1 3 1 0 
5 漁業;j(@l養殖 01 01 01 01 0 

4 IJ1; 業1;従た 21 21 01 01 0 
5 ill 設 3601 334 1 26 1 0 1 0 
6製造 137 1 114 1 20 1 3 1 0 

7 倒]日光山車命1以業1りJ:並小 ッ:止と 222 1 108 1 99 1 15 1 0 
8 令不IijJj~\:!!~ 1 20 1 18 I 2 ; 0 1 0 
9 必 信業 147 1 143 1 2 1 

10 五気力、ス;1<.j邑;{f1 32 1 32 1 0 1 0 1 0 
11 サ ー ヒ ス 業 243 1 205 1 35 1 3 1 0 
12公 必 711 71 1 0 1 0 1 0 
13 分 Jiti不能の pr・;(f1 1 1 1 1 01 0 1 0 

女 2，142 1 456 1 255 1 1 ，426 1 3 

1 )品 ~I 1，4711 11 1621 1，30(， I 2 
2 I:.j; '!t 1'.']' ~Jì\ 業 61 1 1 0 1 5 1 0 
3 i，(([::t ;J， m 1:主勉::tl 01 01 01 01 0 

4鉱 業 o 01 0 01 0 
5 j.t設業 31 29 1 0 2 1 0 
6製造業 57 43 1 0 14 1 0 

7 鏑j副コ12l|治1判::t決jj)j 小売業 230 1 87 I 53 89 I 
8 合 不動I)(;{fl 12 101 21 01 0 
9 山 1 信;t1 13 13 1 0 1 0 1 0 

1 0 '~l1 '"，lガス水道業 41 41 01 01 0 

11 サービス 4業Ijt f 295 245 38 12 O 
12 公 23 23 I 0 I 0 1 0 
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